
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生の子供たちを観て思うこと                                             

 校長 池田 裕一郎 
 本年度も，残すところ約一ヶ月となりました。３学期
は，５年生の「13 の歳の祝い」，「持久走大会」，「子
ども会大会」，｢子ども芸能発表会｣，「第 50 回和泊小
学校字対抗駅伝大会」などの様々な行事があり，そこ
には子供たちのそれぞれが成長した姿がありました。
嬉しい限りです。 
  先月の 18 日（土）には，６年生の「第 42 回沖永良
部島内一周歩こう会」がありました。伝統のある島内
一周歩こう会です。まだ夜が明けない午前６時半に学
校をスタートしました。しかし，徒歩での 43 ㎞は， 
強い意志と体力と綿密な対策がないと大人は完歩できないかもしれません。 
 
 わたしは昨年度の反省を活かし，対策を３つとりました。 
 １つ目は，身体に合うナップサックを準備。ナップサックの中には，10 ㎞毎に飲むアミ
ノ酸系のドリンクとアミノ酸ゼリーを４つずつ。 
 ２つ目は，親指先が１センチぐらい余裕のある靴。靴下は厚手の５本指で滑らないよう
にゴムのストッパーがあるもの。それに加えて，靴下の中はベビーパウダーで一杯に。 
 ３つ目は，ウォーキング スティックを準備。少しでも膝への負担を軽減。それから，手
術をしたけれども良くならなかった膝にヒアルロン酸注入。 
 これで対策としては十分です。まだ，何かいい対策があったら教えてください。   
                                                  
 さて，６年生ですが，様々な子供がいます。普段，様子を見ていて，完歩できるかなあ
と心配になる子供。普段から走り回っていて大丈夫だろうと思われる子供。体格はそれぞ
れですが，歩いては走って，歩いては走って行く子供たちに「若いっていいなあ。元気だ
なあ。」と思いながら少しでも先頭に追いつこうと必死に歩きました。 
 ６年生の子供たちがそれぞれに励ましながら歩いている姿に，「優しい子供たちだなあ。
沖永良部の子供たちって素敵だなあ。」と感じました。 
 
 それから，頑張って歩く保護者のみなさん。チェックポイントでパンや昼ご飯や飲み物
をお世話してくださる保護者の皆さん。救護車を走らせてくださる保護者の皆さん。すべ
ての方々に支えられて，島内一周が実施できていることに感謝します。また，職員も一緒
に歩いたり，裏方にまわったりとありがたいと思うことでした。 
                            
 ところで，西原を歩いている頃，前方を歩いている６年生がいました。わたしが体力的に 

和泊町立和泊小学校 

学校だより２月号 

令和７年２月 21 日 

西郷先生の「和の心」を継承  和小 HP 

１月 20 日（月）入学説明会・体験入学 

来年度本校入学予定児童とその保護者の皆様が来校されました。保護者の

皆様には，お子様の入学に向けての説明をさせていただきました。新入生の 

子供たちは，現１年生の案内で学校を探検した

り，読み聞かせを楽しんだりしました。また，ゲ

ストティーチャーとの運動遊びもあり，楽しい時

間となったのではないでしょうか。４月７日(月)

は，令和７年度入学式です。本校に仲間入りして

くれることを楽しみに待っています。 

５日(水) クラブ活動 

１３日(木) 卒業式予行 

１４日(金) ちょボラの日 

１８日(火) 方言の日 

１９日(水) 食育の日 

２０日(木) 春分の日 

２４日(月) 第 77 回卒業式 

２５日(火) 修了式，離任式 

 

令和６年度 児童会スローガン 

お花の提供をお願いします。 

 毎年，卒業式・入学式に数多くの花の提供をい
ただいております。ありがとうございます。今
年もいただけるお花がありましたら、下記の日
程で和泊小職員室前にお持ちください。 

 
３月 19 日(水) ９:00～16:45 
３月 21 日(金) ９:00～14:30 
 
４月３日(木) ９:00～16:45 
４月４日(金) ９:00～14:30 

 
式典でお名前を紹介させてい

ただきますので、職員室の名簿
にお名前・ご住所をお書きくだ
さい。よろしくお願いします。 

大丈夫かなあと思っていた子供でした。「この子，根性あるなあ。たくましいな
あ。」と感じました。普段，わたしが観ている側面とは違う力を発揮していまし
た。わたしはこの子の真の力を，今まで観ることができていなかったと思いまし
た。子供を観る目を，観察する目を，様々な場面で少しでも今以上に鍛えていこ
うと思いました。じっくり観察することは，もっともっと子供の良さに気付くこ
とに繋がっていくと確信しました。 
 「最後まで歩くんだ！頑張ろう！！」と，友達同士で
励まし合い，完歩する６年生の姿に感激しました。６年
生！感動をありがとうございました。わたしも昨年より
も40分記録を縮めることができました。嬉しいです！！ 

【島内一周歩こう会 43 ㎞出発前集合写真】 



 

  

２月１日（土）十三の歳の祝い 

 １日には，伝統の歳の祝いが行われました。子供たちのスピーチや児童・保護

者の合唱など，保護者の皆様の子供たちへの愛情と子供たちの保護者の皆様への

感謝の思いが詰まった素敵な時間でした。子供たちが自分の大切さを再確認し， 

これから更に大きく成長しよ

うという意欲をもつ機会とな 

ったのではないでしょうか。

運営してくださった５年保護

者の皆様，お疲れ様でした。

ありがとうございました。 

１月 28日（火）和中校区小中連携研究会 

和泊中，国頭小の先生方が本校に集まり，授業を通した指

導方法の交流や共通実践事項について話し合う研究会が行わ

れました。授業を通した指導方法の研修では，全学級の参観

を行い，教科に分かれて話し合いました。共通実践事項につ

いては，各学校での取組状況を発表し合い，課題や内容等を

確認をしました。義務教育 9 年間を見通した指導は，中 1

ギャップの解消や学力向上につながるものです。和中校区の

子供たちのよりよい成長のために，3校で協力して実践を深

めていきたいと思います。 

「魅力ある学校づくり」だより№10 

２月５日（水）には，文部科学省の生徒指導調査官や県教

育委員会の指導主事を講師にお招きして，子供たちが自己決

定する場を特に意識した研究授業を行いました。子供たちは

自分で考えたり，友達と協働したり，先生と一緒に学習した

りと方法を自己決定しながら，内容を身に付けていました。

後半は，講師の先生の講義を受け，個に応じた授業の在り方

や本校の研究について考えを深める時間となりました。 

短い時間ではありましたが，子供たちのためのより良い授

業についての考えを深める素晴らしい機会となりました。 

校内持久走大会の各学年 1位を紹

介します。おめでとうございます。 
 男子 女子  男子 女子 

１年 
東 結真 

４分５３秒 
小林 すず 
４分５４秒 

４年 
町田 光 

６分１６秒 
福田 星王 
６分３０秒 

２年 
三島 由野 
４分１７秒 

谷山 結生 
４分１９秒 

５年 
東 愛大 

７分５０秒 
今榮 彩音 
８分２０秒 

３年 
山田 格之介 
６分００秒 

北野 馨 
６分３６秒 

６年 
廣瀨 羽琉 
７分１１秒 

安田 紗真亜 
８分３３秒 

 

「学校をよりよくしようプロジェクト 

２月６日（木）の朝活動は，広報・総務委員会が企画

運営するガジュマルタイムでした。今回は，１・６年

チーム，２・５年生チーム，３・４年生チームに分か

れ，チーム全員で一列になって手をつなぎ，手を放さず

にフラフープを渡していくゲームをしました。チームで

協力し，お互いに応援し合う楽しい時間となりました。 

２月 10 日の昼休みには，運動委員会主催の「10 ショ

ンアゲアゲプロジェクト」がありました。今回の内容

は，「全校こおりおに」。各クラスから選抜されたおに

が，みんなを追いかけて凍らせます。逃げるみんなは

凍らされた仲間を協力して助けます。運動場全部を舞

台としたダイナミックなこおりおにでした。 

企画運営してくれた委員会の皆さん，ありがとうございました。 

２月８日（土）校内持久走大会 

天候が心配されましたが，校内持久走大会が

開催されました。あいにくの天候にも負けず，

子供たちはこれまでの練習の成果を発揮し，最

後まで一生懸命に走り切りました。また，友達

への精一杯の応援も見せてくれました。 

安全確保してくださった PTA 保体部の皆様，

伴走してくださった陸連の皆様，応援してくだ

さった保護者・地域の皆様，本当にありがとう

ございました。おかげさまで，子供たちが安全

な環境で精一杯の力を出し切って走ることがで

きました。これからも子供たちの応援をよろし

くお願いします。 

 

１月 22・23 日鹿児島学力・学習状況調査 

県内の５年生が学力や学習状況を調査するために受けるテストが，22・23 日

の２日間で行われました。今年度からは冊子（紙）ではなく，CBT（パソコン 

やタブレットで出題されるテスト）となりました。問題を解

く力に加え，画面上での読み取りやキーボードなどで入力す

る力も必要となっています。これからの社会で確実に必要と

される力ですので，文房具を扱う力と同じようにタブレット

を活用する力もしっかりと指導していきます。 


